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　　事業所名 株式会社　高知電気

　　代表者氏名 代表取締役　 廣光　宏昭

　　住所 〒780-0818　　　　高知県高知市宝永町3番20号

　　環境管理責任者 廣光　久子

　　担当者連絡先 TEL 088-883-5995　　FAX 088-883-5107

　　事業内容 電気設備工事業、通信設備工事業、太陽光発電設備工事業

建設業許可　：　電気工事業　(高知県知事(特－3)第266号)

許可年月日　：　令和４年3月10日

　　事業の規模 設立年月日　：　昭和31年11月1日

資本金　　　　：　２０００万円

活動規模 単位 2022年

売上高 万円 26,314

従業員 人 11 　

床面積 ｍ2 137.88

２．対象範囲(認証・登録範囲)

　　  対象範囲(認証・登録範囲) 株式会社　高知電気 本社

　　　レポートの対象期間 2022年7月～2023年6月

　　　環境経営レポートの発行日

　　　作成責任者 環境管理責任者　　廣光　久子

１．　組　織　の　概　要

2023年9月30日



基本理念

　電気設備工事・通信設備工事の事業を通じて地域社会へ貢献すると共に、地域の環境に

配慮した活動を行い、社員１人ひとりが高い意識を持ち、積極的に地球環境の保全に取り

組んでまいります。

　基本方針

私たちは以下の方針に基づき、地球環境の保全に取り組みます。

1. 事業活動が環境に与える影響を常に認識し、次の項目を重点課題として取り組みます。

　　・ 電気、紙等資源の使用量削減による省資源活動の推進

　　・ ガソリンの使用量削減による省エネルギー活動の推進

　　・ 廃棄物の削減及びリサイクル活動の推進

　　・ 環境に配慮した事務用品等グリーン購入の推進

2. 環境クリーン作戦等地域の環境保全活動に積極的に参画し、地域社会に貢献します。

3. 環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改善し、環境汚染の予防に努めます。

4. 環境関連の法令、条例等を遵守します。

5. 環境経営方針に沿った環境目的・目標を設定し、必要に応じて見直します。

この環境経営方針を、全従業員へ周知するとともに、社外に開示します。

制定日　平成23年6月23日

株式会社　高知電気

代表取締役 　　廣光 宏昭

３．　環　境　経　営　方　針



代表取締役 ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

４．環　境　管　理　組　織　体　制

役割・責任・権限

代表取締役
廣光 宏昭

環境管理責任者
取締役

廣光 久子

ＥＡ２１推進委員会

工事課
工事課長

中山 照雄

ＥＡ２１推進委員会
工務部

林 純三

環境事務局
経理課

廣光 久子

工事課
他6名



(１)　中･長期環境経営目標(2022年度目標)

　　☆2019年度実績を基準値として、３年間に各項目を3%削減することを目標とする。

基準年比 基準年比 基準年比

L 12,442.61 12,318.18 (-1.00%) 12,193.76 (-2.00%) 12,069.33 (-3.00%)

Kg-CO2 28,880.86 28,592.05 (-1.00%) 28,303.24 (-2.00%) 28,014.43 (-3.00%)

kWh 13,137 13,006 (-1.00%) 12,874 (-2.00%) 12,743 (-3.00%)

Kg-CO2 7,028.30 6,958.02 (-1.00%) 6,887.73 (-2.00%) 6,817.45 (-3.00%)

ｋｇ 238.98 236.59 (-1.00%) 234.20 (-2.00%) 231.81 (-3.00%)

Kg-CO2 716.94 709.77 (-1.00%) 702.60 (-2.00%) 695.43 (-3.00%)

Kg-CO2 36,626.10 36,259.84 (-1.00%) 35,893.58 (-2.00%) 35,527.32 (-3.00%)

m3 281.00 278.19 (-1.00%) 275.38 (-2.00%) 272.57 (-3.00%)

％ 72.49 73.21 (＋1.00%) 73.94 (＋2.00%) 74.66 (＋3.00%)

％ 100.00 100.00 100.00 100.00

可燃ごみの削減 ｋｇ 78.42 77.64 (-1.00%) 76.85 (-2.00%) 76.07 (-3.00%)

コピー用紙の排出量 ｋｇ 158.00 156.42 (-1.00%) 154.84 (-2.00%) 153.26 (-3.00%)

ｋｇ 13,919 13,779.81 (-1.00%) 13,640.62 (-2.00%) 13,501.43 (-3.00%)

ｋｇ/百万円 46.63 46.16 (-1.00%) 45.70 (-2.00%) 45.23 (-3.00%)

※電力のCO2発生量については、四国電力のCO2排出係数(2017年度実績)0.535Kg-CO2/kWhを使用した。

※グリーン購入品目については、グリーン対象商品３０品目の購入割合を算出する。

※産業廃棄物の原単位は､売り上げ単位を百万円として算出。

※太陽光発電施工については、全体の住宅施工件数から割合を算出している。

※2022年度は上記目標に取り組みます。

産業廃棄物排出量削減
(原単位)

水使用量の削減

燃料使用量の削減

電力使用量の削減

太陽光発電施工

産業廃棄物排出量削減

グリーン製品購入割合

目標
2021年度単位

５．　環　境　経　営　目　標　

一
般
廃
棄
物

ガス使用量の削減

総CO2排出量の削減

目標
2020年度項目

目標
2022年度基準年

2019年度



(2)　中･長期環境経営目標(2023年度目標)

　　☆過去5年間の実績平均を基準値として、３年間に各項目を3%削減することを目標とする。

基準年比 基準年比 基準年比

L 9,667.43 9,570.76 (-1.00%) 9,474.08 (-2.00%) 9,377.41 (-3.00%)

Kg-CO2 22,525.70 22,300.44 (-1.00%) 22,075.19 (-2.00%) 21,849.93 (-3.00%)

kWh 12,385 12,260.75 (-1.00%) 12,136.91 (-2.00%) 12,013.06 (-3.00%)

Kg-CO2 6,588.60 6,522.71 (-1.00%) 6,456.83 (-2.00%) 6,390.94 (-3.00%)

ｋｇ 212.41 210.29 (-1.00%) 208.16 (-2.00%) 206.04 (-3.00%)

Kg-CO2 637.22 630.85 (-1.00%) 624.48 (-2.00%) 618.10 (-3.00%)

Kg-CO2 29,751.52 29,454.00 (-1.00%) 29,156.49 (-2.00%) 28,858.97 (-3.00%)

m3 305.00 301.95 (-1.00%) 298.90 (-2.00%) 295.85 (-3.00%)

％ 64.00 64.64 (＋1.00%) 65.28 (＋2.00%) 65.92 (＋3.00%)

％ 100.00 100.00 100.00 100.00

可燃ごみの削減 ｋｇ 74.94 74.19 (-1.00%) 73.44 (-2.00%) 72.69 (-3.00%)

コピー用紙の排出量 ｋｇ 132.87 131.54 (-1.00%) 130.21 (-2.00%) 128.88 (-3.00%)

ｋｇ 8,232 8,149.68 (-1.00%) 8,067.36 (-2.00%) 7,985.04 (-3.00%)

ｋｇ/百万円 31.41 31.10 (-1.00%) 30.78 (-2.00%) 30.47 (-3.00%)

※電力のCO2発生量については、四国電力のCO2排出係数(2021年度実績)0.532Kg-CO2/kWhを使用した。

※グリーン購入品目については、グリーン対象商品３０品目の購入割合を算出する。

※産業廃棄物の原単位は､売り上げ単位を百万円として算出。

※太陽光発電施工については、全体の住宅施工件数から割合を算出している。

※2023年度は上記目標に取り組みます。

グリーン製品購入割合

一
般
廃
棄
物

産業廃棄物排出量削減

産業廃棄物排出量削減
(原単位)

燃料使用量の削減

電力使用量の削減

ガス使用量の削減

総CO2排出量の削減

水使用量の削減

太陽光発電施工

項目 単位

基準値
(2018年～

2022年の平均
値)

目標
2023年度

目標
2024年度

目標
2025年度



ガス使用量を削減
井
上

林

井
上

産
業
廃
棄

物
を
削
減

金属くず・廃ﾌﾟﾗ･紙くず排出
量を削減

林

井
上

井
上

６．環境経営計画書(2022年度)

具体的取組内容 責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

井
上

林ガソリン使用量を削減

①エコドライブ・アイドリングストップを心がける。

井
上

地域の環境活動 ①地域のボランティア活動の参加

労働災害の防止

①月１回の安全衛生協議会への出席。

①太陽光発電施工工事を積極的に受注する。

林

②整理整頓を心がける

①ゴミの分別廃棄を徹底し、リサイクルラインを確立する。

②タイヤの空気圧を確認する。

③タクシーの利用は最小限にする。

①コピー用紙の裏紙利用

井
上

③昼休み、不用時の消灯

①ストーブは昼休みは消す

⑥お湯の使用は必要最小限にする。

⑤エアコンフィルター清掃

①OA機器を省エネモードにする

電力使用量を削減

①水の流し放しはしない。

紙使用量を削減

③FAX機器の電子化により、ペーパーレス化を推進する。

②OA機器不用時はスイッチオフ

資格試験への取組

④エアコンの温度管理冷房２８℃

①資格試験の申し込み

②縮小コピーを利用

②洗剤は適量で使用し、洗い水の使用を最小限にする。

水使用量を削減

グリーン購入高を増加 ①グリーン購入法適合商品リスト作成をもとに購入

太陽光発電施工の増加



ガス使用量を削減
井
上

林

井
上

産
業
廃
棄

物
を
削
減

金属くず・廃ﾌﾟﾗ･紙くず排出
量を削減

林

井
上

井
上

林②タイヤの空気圧を確認する。

③タクシーの利用は最小限にする。

④エアコンの温度管理冷房２８℃

⑤エアコンフィルター清掃

電力使用量を削減

６．環境経営計画書(2023年度)

具体的取組内容 責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

ガソリン使用量を削減

①エコドライブ・アイドリングストップを心がける。

井
上

⑥お湯の使用は必要最小限にする。

①ストーブは昼休みは消す

水使用量を削減

①水の流し放しはしない。
井
上

②洗剤は適量で使用し、洗い水の使用を最小限にする。

①OA機器を省エネモードにする

②OA機器不用時はスイッチオフ

③昼休み、不用時の消灯

林

②整理整頓を心がける

紙使用量を削減

①コピー用紙の裏紙利用

井
上

②縮小コピーを利用

③FAX機器の電子化により、ペーパーレス化を推進する。

太陽光発電施工の増加 ①太陽光発電施工工事を積極的に受注する。

資格試験への取組 ①資格試験の申し込み

地域の環境活動 ①地域のボランティア活動の参加

グリーン購入高を増加 ①グリーン購入法適合商品リスト作成をもとに購入

①ゴミの分別廃棄を徹底し、リサイクルラインを確立する。

労働災害の防止

①月１回の安全衛生協議会への出席。



基準年比 判定

L 12,442.61 12,069.33 (-3.00%) 〇

Kg-CO2 28,880.86 28,014.43 (-3.00%) 〇

kWh 13,137 12,743 (-3.00%) 〇

Kg-CO2 7,028.30 6,817.45 (-3.00%) 〇

ｋｇ 238.98 231.81 (-3.00%) 〇

Kg-CO2 716.94 695.43 (-3.00%) 〇

Kg-CO2 36,626.10 35,527.32 (-3.00%) 〇

m3 281.00 272.57 (-3.00%) ×

% 72.49 74.66 (+3.00%) ○

% 100.00 100.00 ○

可燃ごみの削減 ｋｇ 78.42 76.07 (-3.00%) ○

コピー用紙の排出量 ｋｇ 158.00 153.26 (-3.00%) ○

ｋｇ 13,919.00 13,501.43 (-3.00%) ○

ｋｇ/百万 46.63 45.23 (-3.00%) 〇

　※グリーン購入品目については、グリーン対象商品30品目の購入割合を算出する。

※太陽光発電施工については、全体の住宅施工件数から割合を算出している。

73.72

146.00

総CO2排出量の削減

※産業廃棄物の原単位は､売り上げ単位を百万円として算出。

5,612.00

太陽光発電施工

産業廃棄物排出量削減
(原単位)

21.34

産業廃棄物排出量削減

※電力のCO2発生量については、四国電力のCO2排出係数(2017年度実績)0.535Kg-CO2/kWhを使用した。

24,098.27

306.00

12,085

6,465.48

204.72

614.17

17,018.62

75.00

７．　環　境　経　営　目　標　と　そ　の　実　績

目標
2022年度項目

実績
2022年度

100.00

一般廃棄物

電力使用量の削減

水使用量の削減

基準年
2019年度

ガス使用量の削減

燃料使用量の削減

単位

グリーン製品購入割合

7,310.89

(環境目標とその実績に対するコメント)

燃料費は遠距離の現場が少なくなった事、また乗り合わせで現場へ行くことも多かった事から使用量が少なく
なった。
電気使用量は電気ポットの使用を止めた事や、２階事務所の従業員が事務所にいる事が少なかった為、使用
量を抑えられた。
ガスはお湯を沸かす事が無い為、使用量が減った。
水は女子トイレの増設、トイレ工事の際に水を使用した事により、使用量が増加した。
太陽光発電施工数は今年は昨年より多かった。
産業廃棄物排出量は、前年度同様改修工事がなかった為、排出量は少なかった。



井上 〇 〇 〇 〇 〇

次年度も取組を引き続き継続す
る

次年度も取組を引き続き継続す
る

○○○

○ ○○ ○

次年度も取組を引き続き継続す
る

太陽光発電施工の増加

労働災害の防止

産
業
廃

棄
物

金属くず･廃ﾌﾟﾗ･紙く
ず排出量を削減

○

林 ○

①太陽光発電施工工事を積極的に受注する。

○ ○

○○

○ ○

ガソリン使用量の取組は行われている。
電力使用量も極力削減するように取り組めている。
ガスの使用量も削減するよう努めているが、お昼を１階で食べる
ことが多くなった為昼間にストーブを消す事ができていない。

次年度も取組を引き続き継続す
る

次年度も取組を引き続き継続す
る

水の使用量の取組は行われていた。

次年度の取組

林

○

資格試験への取組 ①資格試験の申し込み

項目 取組結果の評価

井上①地域のボランティア活動の参加

次年度も取組を引き続き継続す
る

環境活動保全 ボランティアの活動に参加できている。

廃棄物排出量の削減 ゴミの分別も適正に行われている。

太陽光発電施工工事の増加 太陽光発電施工工事を積極的に受注できている。

資格試験への取組

全員安全協議会に出席するよう努め、整理整頓を心がけている。

資格試験の申込はしている。

水使用量の削減

労働災害の防止

○=実施　△=一部出来なかった　×=出来なかった

地域の環境活動 ○○○ ○

CO2排出量の削減

次年度も取組を引き続き継続す
る

○○

○

○

①ゴミの分別廃棄を徹底しリサイクルラインを確立する。

○

②縮小コピーを利用 ○○

○

井
上

林

井
上

①ストーブは昼休みは消す

⑥お湯の使用は必要最小限にする。

○

○

②洗剤は適量で使用し洗い水の使用を最小限にする。

○

○

年度目標 目標設定手段 責任者

林

①OA機器を省エネモードにする

ガソリン使用量を削減

③タクシーの利用は最小限にする。

８．環境経営計画の取組結果の評価、及び次年度の取組内容

4～6月7～9月 1～3月 評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

○

10～12月

○②タイヤの空気圧を確認する。 ○

〇

①月1回の安全衛生協議会への出席

②整理整頓を心がける。

○ ○ ○
井
上

①エコドライブ・アイドリングストップを心がける。

①コピー用紙の裏紙利用

紙使用量を削減

水使用量を削減

④エアコンの温度管理冷房２８℃

⑤エアコンフィルター清掃

①水の流し放しはしない。

ガス使用量を削減

電力使用量を削減

③FAX機器の電子化によりペーパーレス化を推進する。

②OA機器不用時はスイッチオフ　

③昼休み、不用時の消灯

〇 〇

グリーン購入品目数の増加 グリーン購入法適合商品リストをもとに購入している。
次年度も取組を引き続き継続す
る

グリーン購入高を増加 ①グリーン購入法適合商品リスト作成をもとに購入 井上 〇 〇

○ ○

井上 ○ △ △ ○ △



※当社に該当する主な環境関連法規は次のとおりです。

法規名 具体的内容 確認

建設業法 建設工事の適正な実施 遵守

電気工事業法 電気工事業の適正な実施 遵守

自らの責任において事業活動に伴って生じた廃棄物を適正処理

産業廃棄物の委託契約

産業廃棄物管理票の交付

産業廃棄物管理票交付状況報告書の作成及び都道府県への提出

建設リサイクル法
一定規模以上の建築物等に関する建設工事について、
現場にて特定建設資材を分別し、再資源化する

遵守

特定家庭用機器再商品化
法（家電リサイクル法）

テレビ、冷蔵庫などのリサイクル法に該当する物への適正処理をする 遵守

フロン排出抑制法
特定製品(業務用エアコン、冷蔵庫等)の整備・廃棄時のフロン回収・破
壊､業務用エアコンの適正管理

遵守

廃棄物の適正な処理

自然環境の保全

環境への負荷低減

廃棄物の適正な処理

自然環境の保全

環境への負荷低減

環境保全活動への協力

グリーン購入法 環境物品の購入 遵守

建築基準法 石綿その他の物質の飛散に対する衛生上の措置 遵守

※上記法令を遵守し、違反・訴訟等は過去3年間有りません。

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

    並びに違反、訴訟等の有無　　　　　　　　　　　　　　　

高知市環境基本条例

廃棄物処理法

高知県環境基本条例 遵守

遵守

遵守



１０．ボランティア活動の実施報告

☆令和５年６月９日（金）
環境美化重点地域早朝一斉清掃

☆令和４年１０月２５日（火）
秋のおもてなし一斉清掃



2023年6月30日

ガソリン使用量の削減 165% 〇 目標達成できた。

電気使用量の削減 105% 〇 目標達成できた。

ガス使用量の削減 113% ○ 目標達成できた。

水使用量の削減 89% ○
ﾄｲﾚが増えたので、ﾀｵﾙを
洗う回数も増えた。

ｸﾞﾘｰﾝ購入品割合 100% 〇 目標達成できた。

コピー用紙の排出量 105% ○ 目標達成できた。

太陽光発電施工の推進 100% 〇 目標達成できた。

産廃の削減 240% 〇 目標達成できた。

②環境関連法規制等の動向他 本年度もほぼ目標を達成することができ、良い結果になりました。
エコアクションに登録して10年が経ち、従業員一同、環境方針が身に付
いたとともに、日々の努力のおかげだと思います。
今後もエコの精神を絶やさぬよう、努力を続けるように活動していきま
す。

今回は特にありませんでした。

＜改善への提案＞
今回は特にありませんでした。

代表者が自ら得た情報
今回は特にありませんでした。

[総括]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

[周囲の変化の状況]
①外部コミュニケーション記録より

今回は特にありませんでした。

＜改善への提案＞

今回は特にありませんでした。

［実施体制］[その他]

今回は特にありませんでした。 変更の必要性：　　　□有　　　■無

[目標・環境経営計画の達成状況]
（詳細は環境経営計画書による）

目標項目
目標値

達成状況
経営計画
実施状況

コメント
（目標値・経営計画
に対するコメント）

前回は特にありませんでした。

＜改善への提案＞ [目標・経営計画]

この一年で問題点はありませんでした。

③前回までの代表者の指示事項への対応

しっかり遵守出来ていました。 少しずつ成果を上げられている。

今後もこの方針で進めていく。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果] [環境経営方針]
①環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による） 変更の必要性：　　　□有　　　■無

11.代表者による全体の評価と見直し･指示

実施日：
見直しに必要な情報 代表者による見直し


